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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

注）当社は平成25年３月31日最終の株主名簿に記載された株主に対して、平成25年４月１日付で１株につき10株の割合をもって株式分割を行いました。１
株当たり情報については当該株式分割を考慮し、遡及して調整しています。 

(2) 連結財政状態 

（注）株主資本は米国会計基準に基づき、当社株主に帰属する株主資本合計を記載しています。株主資本比率は、当該株主資本合計を用いて算出してい
ます。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 税引前四半期純利益
当社株主に帰属する四半

期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 614,131 20.8 107,396 39.4 123,575 41.3 80,408 34.4
25年3月期第2四半期 508,534 7.6 77,036 0.5 87,433 14.7 59,840 33.9

（注）四半期包括利益 26年3月期第2四半期 85,568百万円 （90.3％） 25年3月期第2四半期 44,970百万円 （140.7％）

1株当たり当社株主に帰属する四半
期純利益

潜在株式調整後1株当たり当社株
主に帰属する四半期純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 64.67 61.86
25年3月期第2四半期 55.65 46.59

総資産 資本合計（純資産） 株主資本 株主資本比率
百万円 百万円 百万円 ％

26年3月期第2四半期 8,429,989 1,834,446 1,759,626 20.9
25年3月期 8,439,710 1,687,573 1,643,596 19.5

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
（注）当社は平成25年３月31日最終の株主名簿に記載された株主に対して、平成25年４月１日付で１株につき10株の割合をもって株式分割を行いました。
平成25年3月期については当該株式分割前の実際の１株当たり配当金の額を記載しています。平成26年3月期の配当予想額は未定です。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 130.00 130.00
26年3月期 ― ―
26年3月期（予想） ― ― ―

3. 平成26年 3月期の連結業績目標（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
（注）業績目標において、非継続事業からの損益は予想することが困難であるため、営業利益および税引前当期純利益は開示していません。 

営業収益 当社株主に帰属する当期純利益
1株当たり当社株主に帰

属する当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,200,000 12.7 145,000 29.6 115.28



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表レビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1. 本資料に記載されている業績目標等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいていま
すが、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績目標の前提となる仮定および業績目標のご利用にあたっての注意事項等に
ついては、【添付資料】7ページ「連結業績目標に関する定性的情報」をご覧ください。 
2. 金融サービス事業を中心に不動産関連事業、投資関連事業等グループで多角的な事業展開を行っています。これらの事業特性から、国内・海外の経済
情勢や事業環境の変化、市場動向などの影響を強く受けるため、業績見通し等を行うことが困難になってきています。このため、配当に関しては業績が確
定した時点で開示させていただきます。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 1,288,075,528 株 25年3月期 1,248,714,760 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 13,326,686 株 25年3月期 27,281,710 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 1,243,360,021 株 25年3月期2Q 1,075,221,850 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

  

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  

第２四半期連結累計期間の経営成績 

  

    前第２四半期 

連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 

増減 増減率 

(％) 

営業収益 (百万円) 508,534 614,131 105,597 21 

営業費用 (百万円) 431,498 506,735 75,237 17 

税引前四半期純利益 (百万円) 87,433 123,575 36,142 41 

当社株主に帰属する四半期純利益 (百万円) 59,840 80,408 20,568 34 

１株当たり当社株主に帰属する 

四半期純利益（基本的） 
(円) 55.65 64.67 9.02 16 

（希薄化後） (円) 46.59 61.86 15.27 33 

ＲＯＥ 
（当社株主資本・当社株主に帰属する 

四半期純利益率、年換算） 
(％) 8.6 9.5 0.9 － 

ＲＯＡ 
（総資本・当社株主に帰属する 

四半期純利益率、年換算） 
(％) 1.45 1.91 0.46 － 

（注１）ＲＯＥは、米国会計基準に基づき、当社株主資本合計を用いて算出しています。 
（注２）当社は平成25年３月31日最終の株主名簿に記載された株主に対して、平成25年４月１日付で１株につき10株の

割合をもって株式分割を行いました。１株当たり情報については当該株式分割を考慮し、遡及して調整してい
ます。 

  

＜経済環境＞ 

  

世界経済は、新興国の成長鈍化、欧州債務問題の不透明感が長期化するなど、引き続き下振れリスクを抱えるものの、米

国での景気回復の兆しも見られ、深刻なグローバル経済危機に至るリスクは低下しています。 

  

米国経済は、住宅ローン金利の上昇による住宅市場への懸念はあるものの、雇用者数の増加や賃金の上昇による個人消費

が底堅く推移するなど、個人部門における所得と消費の自立的な好循環が生じつつあります。また、懸念されていた量的

緩和（ＱＥ３）の縮小はいったん見送られたものの、連邦政府の債務上限問題が浮上するなど、再び財政問題が注目され

ています。 

  

アジア新興国では、中国の景気が投資抑制策により足踏みをしている中、インドでも低成長が続いています。ＡＳＥＡＮ

地域でも景気減速感が強まり成長率は鈍化しつつありますが、足元では米国の量的緩和の縮小が見送られた影響により、

多くの国で株価の上昇・通貨高の動きも見られます。 

  

日本経済は、年初から続いた急激な円安・株高はいったん踊り場をむかえたものの、日銀による金融緩和や各種経済対策

により、引き続き回復が見込まれます。今後は、円安や公共投資の増加による企業業績の回復を背景に、雇用環境の改善

と個人消費の拡大が期待されます。さらに、2020年の東京オリンピック招致が決定したことから、長期的な都市インフラ

整備や民間投資の活性化への期待も高まっています。 

  

＜業績総括（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）＞ 

  

当第２四半期連結累計期間の営業収益は、前年同期の508,534百万円に比べて21％増の614,131百万円になりました。「ア

セットマネジメントおよびサービシング収入」は資産運用会社のRobeco Groep N.V.（以下、ロベコ）の連結子会社化に

より増加したほか、「オペレーティング・リース収益」が自動車リースや海外における航空機リースが伸張したこと等に

より、また、「その他の営業収入」は主に前連結会計年度に買収した連結子会社の貢献や環境エネルギー事業の伸張、ま

た手数料収入の増加により、それぞれ前年同期に比べて増加しました。一方、「不動産販売収入」は引き渡し戸数の減少

により前年同期に比べて減少しました。  
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営業費用は、前年同期の431,498百万円に比べて17％増の506,735百万円になりました。「アセットマネジメントおよびサ

ービシング費用」がロベコの連結子会社化により増加したほか、「オペレーティング・リース原価」や「その他の営業費

用」は収益の拡大に伴い、また「販売費および一般管理費」は企業買収等により増加しました。一方、「支払利息」は借

入債務残高の減少により、「不動産販売原価」は引き渡し戸数が減少したことから、また、「有価証券評価損」は主に市

場性のない有価証券にかかる評価損が減少したことから、それぞれ前年同期に比べて減少しました。 

  

「持分法投資損益」は、主に国内の不動産共同事業体からの利益が増加したため、前年同期に比べて増加しました。 

  

以上のことから、税引前四半期純利益は、前年同期の87,433百万円に比べて41％増の123,575百万円、当社株主に帰属す

る四半期純利益は、前年同期の59,840百万円に比べて34％増の80,408百万円になりました。 

  

＜セグメント別動向＞ 

  

当第２四半期連結累計期間のセグメント利益は、前年同期の95,222百万円から32％増の125,526百万円となりました。 

  

なお、ロベコの連結子会社化を背景として、企業結合に伴う営業権・その他の無形資産を関連する各セグメントに帰属さ

せることとしました。この変更により、前第２四半期連結累計期間および前連結会計年度末も組替再表示しています（12

ページ（5）セグメント情報参照）。 

  

各セグメントの当第２四半期連結累計期間の動向は以下のとおりです。 

  

法人金融サービス事業部門 

当事業部門では、主に融資事業、リース事業および各種手数料ビジネスを行っています。 

  

当第２四半期連結累計期間は、製造業に限らず、広い業種で大企業の収益が改善しています。また、公共投資の拡大等国

内の需要増加を受け、中小企業も業績回復の兆しが見られます。 

  

セグメント資産は、ファイナンス・リース投資残高が増加したものの、営業貸付金が減少したため、前連結会計年度末並

みの895,137百万円になりました。 

  

営業貸付金収益は、平均貸付金残高減少に伴い減少しました。ファイナンス・リース収益は、平均投資残高増加に伴い堅

調に推移したため、セグメント収益は、前年同期の36,135百万円に比べて１％減の35,646百万円にとどまりました。 

  

セグメント費用は、前年同期と比べてほぼ横ばいとなったことに加え、持分法投資損益が減少したため、セグメント利益

は、前年同期の11,753百万円に比べて８％減の10,824百万円になりました。 

  

メンテナンスリース事業部門 

当事業部門は、自動車事業およびレンタル事業により構成されています。自動車事業では、自動車リース、レンタカーお

よびカーシェアリングを、レンタル事業では、測定機器・情報関連機器などのレンタルおよびリースを行っています。 

  

国内企業の生産活動は持ち直しの動きが見られ、大企業の設備投資計画が上方修正されるなど、先送りしていた投資を再

開する動きが見られます。そのような環境下、企業の設備投資ニーズやコスト削減ニーズ等をとらえた付加価値の高いサ

ービスを提供することで収益は安定しています。 

  

オペレーティング・リース収益が増加したことにより、セグメント収益は、前年同期の117,403百万円に比べて８％増の

126,863百万円と引き続き順調に推移しました。一方、セグメント費用は、オペレーティング・リース投資の増加に伴い

オペレーティング・リース原価が増加したことにより、前年同期に比べて増加しました。 

  

上記の結果、セグメント利益は、前年同期の17,772百万円に比べて19％増の21,135百万円になりました。 

  

セグメント資産は、オペレーティング・リース投資およびファイナンス・リース投資が共に増加した結果、前連結会計年

度末比６％増の634,662百万円になりました。 
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不動産事業部門 

当事業部門は、不動産開発・賃貸・ファイナンス事業、施設運営事業、不動産投資法人（ＲＥＩＴ）の資産運用・管理事

業および不動産投資顧問業を行っています。 

  

オフィスビル市場は、空室率のピークアウトや賃料の下げ止まり感など、引続き回復の兆しが見られます。また、三大都

市圏での基準地価が５年ぶりに上昇したこと、長期金利の低下、オリンピック開催決定による不動産価格上昇の期待など

もあり、Ｊ－ＲＥIＴ相場の持ち直しも見られます。 

  

セグメント収益は、運営事業収入が増加したものの、マンション引き渡し戸数の減少による不動産販売収入の減少によ

り、前年同期の108,044百万円に比べて、８％減の99,300百万円になりました。 

  

セグメント費用は、長期性資産評価損が増加したものの、不動産販売原価、有価証券評価損が減少したことにより、前年

同期に比べて減少しました。 

  

上記に加え、持分法投資損益の増加や不動産共同事業体における売却利益の計上があったため、セグメント利益は、前年

同期の2,982百万円に比べて194％増の8,769百万円になりました。 

  

セグメント資産は、賃貸不動産の売却や営業貸付金および投資有価証券の減少により、前連結会計年度末比８％減の

1,045,505百万円になりました。 

  

事業投資事業部門 

当事業部門は、環境エネルギー関連事業、サービサー（債権回収）事業およびプリンシパル・インベストメント事業を行

っています。 

  

国内の環境ビジネスは、依然としてメガソーラーなど発電事業への投資は活発であり、太陽光以外にも風力・地熱発電事

業へと投資対象は広がっています。また新規上場会社数が３年連続で増加する中、多くの企業の初値が公募価格を上回る

など、株式市場の改善が本格的なものになっています。 

  

セグメント収益は、前第１四半期連結累計期間にサービサー事業の大口回収があった影響により貸付金収益が減少したも

のの、有価証券売却益の増加、前連結会計年度に買収した連結子会社の収益貢献により、前年同期の49,228百万円に比べ

て60％増の78,683百万円になりました。 

  

セグメント費用は、上記連結子会社の費用計上が増加したことにより、セグメント収益同様、前年同期に比べ増加しまし

た。 

  

上記の結果、セグメント利益は、前年同期の16,408百万円に比べて35％増の22,215百万円になりました。 

  

セグメント資産は、関連会社投資が増加したものの、投資有価証券および営業貸付金が減少したことにより、前連結会計

年度末比２％減の434,230百万円になりました。 

  

リテール事業部門 

当事業部門は、生命保険事業、銀行事業およびカードローン事業により構成されています。 

  

セグメント収益は、貸付金収益の増加や生命保険事業における契約数の増加により保険料等収入が順調に伸びたことおよ

び運用損益が増加したことにより、前年同期の88,940百万円に比べて16％増の103,474百万円になりました。 

  

セグメント費用は、販売費および一般管理費の増加や、保険関連費用等の増加により増加しました。 

  

上記の結果、セグメント利益は、前年同期の23,647百万円に比べて20％増の28,379百万円になりました。 

  

セグメント資産は、関連会社投資が減少したものの投資有価証券および営業貸付金が増加したため、前連結会計年度末比

３％増の2,056,642百万円になりました。 

  

－ 4 － 



オリックス株式会社（8591）平成 26年 3月期 第２四半期決算短信 

海外事業部門 

当事業部門は、米州およびアジア・大洋州・欧州における、リース事業、融資事業、債券投資事業、投資銀行事業、船

舶・航空機関連事業により構成されています。また、ロベコの連結子会社化に伴い、アセットマネジメント事業が当事業

部門の主要な事業に加わりました。 

  

米州地域は、個人消費や住宅市場が底堅く推移するなど、緩やかな回復が続いています。アジア地域は、景気減速感が強

まり成長率は鈍化していますが、足元では米国の量的緩和の縮小が見送られた影響により、多くの国で株価の上昇・通貨

高の動きも見られます。 

  

セグメント収益は、ロベコの連結子会社化に伴うアセットマネジメント収入の増加、アジアのファイナンス・リース収益

および航空機等のオペレーティング・リース収益の増加等により、前年同期の93,287百万円に比べて62％増の151,364百

万円になりました。 

  

セグメント費用は、オペレーティング・リース原価等の増加に加え、ロベコの連結子会社化に伴うアセットマネジメント

費用や販売費および一般管理費の増加により、前年同期に比べて増加しました。 

  

上記の結果、セグメント利益は、前年同期の22,660百万円に比べて51％増の34,204百万円になりました。 

  

セグメント資産は、ロベコの連結子会社化に伴う営業権・その他の無形資産等の計上、航空機等のオペレーティング・リ

ース投資やアジアにおけるファイナンス・リース投資の増加および関連会社投資の増加により、前連結会計年度末比28％

増の1,682,603百万円になりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  

財政状態の状況 

  

      
前連結会計 

年度末 

当第２四半期 

連結会計期間末 
増減 

増減率 

（％） 

総資産 （百万円） 8,439,710 8,429,989 △9,721 △0 

  （うち、セグメント資産）   6,382,654 6,748,779 366,125 6 

負債合計 （百万円） 6,710,516 6,551,616 △158,900 △2 

  （うち、長短借入債務）   4,482,260 4,120,035 △362,225 △8 

  （うち、預金）   1,078,587 1,109,583 30,996 3 

当社株主資本 （百万円） 1,643,596 1,759,626 116,030 7 

1株当たり当社株主資本 （円） 1,345.63 1,380.37 34.74 3 

（注１）株主資本は米国会計基準に基づき、当社株主資本合計を記載しています。１株当たり株主資本は当該株主資本
合計を用いて算出しています。 

（注２）当社は平成25年３月31日最終の株主名簿に記載された株主に対して、平成25年４月１日付で１株につき10株の
割合をもって株式分割を行いました。１株当たり情報については当該株式分割を考慮し、遡及して調整してい
ます。 

（注３）当第２四半期連結会計期間より企業結合に伴う営業権・その他の無形資産をセグメント資産に含めて計上して
います。この変更により、前連結会計年度末についても組替再表示をしています。 

  

総資産は、前連結会計年度末並みの8,429,989百万円になりました。「ファイナンス・リース投資」は国内およびアジア

地域における新規実行が堅調に推移したこと等により、「オペレーティング・リース投資」は主に自動車リースや海外に

おける航空機リースが伸張したこと等により、「関連会社投資」は主に海外における新規の投資実行があったことから増

加しました。「その他資産」は主にロベコの連結子会社化に伴う営業権やその他の無形資産を計上したため増加していま

す。一方、「現金および現金等価物」が減少したほか、「営業貸付金」は回収が進んだこと等により減少しました。な

お、セグメント資産は、前連結会計年度末に比べて６％増の6,748,779百万円になりました。 

  

負債については、資産、手元流動性および国内外の金融環境の状況に応じて有利子負債残高を適切にコントロールしてい

ます。この結果、前連結会計年度末に比べて「長短借入債務」が減少しました。 

  

当社株主資本は、「利益剰余金」が増加したほか、「自己株式（取得価額）」が自己株式をロベコ株式の取得対価の一部

として処分したことにより、また「資本金」および「資本剰余金」が新株予約権付社債の権利行使により増加したことか

ら、前連結会計年度末から７％増の1,759,626百万円になりました。 
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（３）連結業績目標に関する定性的情報 

   

当連結会計年度の見通し 

   

当第２四半期連結累計期間において、５セグメントが堅調に推移していることを主因として、平成26年３月期通期の連結

業績目標における当社株主に帰属する当期純利益は、期初見通し135,000百万円（平成25年３月期比20.6％増）を10,000

百万円ほど上回る見通しです。 

  

法人金融サービス事業部門では、グループ各社との連携強化を通じて、顧客基盤のさらなる拡充と小口優良資産の増加を

目指します。また、お客様の環境エネルギー関連ニーズに対応した商品・サービスの提供による手数料収入の拡大を図

り、「金融＋サービス」を加速化していきます。 

  

メンテナンスリース事業部門では、自動車事業における新規実行の増加および高付加価値サービスの拡大、レンタル事業

における成長分野での需要の取り込みを目指します。また、両事業における業務改革の推進と原価管理の強化を継続して

いきます。これらにより、引き続き安定した利益を見込んでいます。 

  

不動産事業部門では、資産の入れ替えと残高の圧縮を維持しつつ、運営事業やアセットマネジメント事業の推進などによ

る手数料ビジネスの拡大を通じた安定収益基盤の強化を目指します。 

  

事業投資事業部門では、環境エネルギー事業の拡大、国内外での事業投資の推進、サービサー事業における専門性を活か

した収益機会の追求により、利益の拡大を目指します。 

  

リテール事業部門では、オリックス銀行とオリックス・クレジットとの一体運営を通じたカードローン残高の増加、生命

保険事業における販売チャネルの強化と、第三分野に加えて第一分野商品の販売拡充による規模の拡大を目指します。 

  

海外事業部門では、米州地域における安定した手数料ビジネスの強化、ならびに、アジアを中心とした地域におけるリー

ス資産残高の拡大を図り、それぞれ利益の成長を目指します。また、ロベコの連結子会社化により、グループ全体のサー

ビス系収益の底上げと、グローバルな事業基盤の拡充を図っていきます。 

  

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいていますが、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。これらの業績

見通し等に依拠することはお控えくださるようお願いいたします。 

  

業績見通し等と異なる結果を生じさせる原因となる要素は、当社が関東財務局長に提出しています有価証券報告書の「事

業等のリスク」、アメリカ合衆国証券取引委員会（ＳＥＣ）に提出していますForm 20-Ｆによる報告書の「リスク要因

（Risk Factors）」に記載されていますが、これらに限られるものではありません。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 

  

該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更 

  

最近の有価証券報告書（平成25年６月27日提出）における記載から重要な変更はありません。 
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３．四半期連結財務諸表等 

  

（１）四半期連結貸借対照表（米国会計基準） 

（単位：百万円） 

  

前連結会計年度 
にかかる 

要約貸借対照表 

(平成25年３月31日) 

当第２四半期 

連結会計期間末 

(平成25年９月30日) 

  

前連結会計年度 
にかかる 

要約貸借対照表 

(平成25年３月31日) 

当第２四半期 

連結会計期間末 

(平成25年９月30日) 

現金および現金等価物 826,296 706,289 短期借入債務 420,726 302,519 

使途制限付現金 106,919 127,442 預金 1,078,587 1,109,583 

定期預金 8,356 2,932 支払手形および未払金等 312,922 329,118 

ファイナンス・リース投資 989,380 1,019,265 未払費用 121,281 169,325 

営業貸付金 2,691,171 2,314,487 保険契約債務 426,007 438,161 

(平成25年３月31日および

平成25年９月30日におい

て、会計基準編纂書825-10

に基づき公正価値評価し

た、それぞれ16,026百万円

および8,401百万円を含む) 

    
未払法人税等 143,057 238,117 

受入保証金 146,402 147,277 

長期借入債務 4,061,534 3,817,516 

貸倒引当金 △104,264 △89,912       

オペレーティング・リース投資 1,395,533 1,433,048 （負債合計） 6,710,516 6,551,616 

投資有価証券 1,093,668 1,094,835 償還可能非支配持分 41,621 43,927 

(平成25年３月31日および

平成25年９月30日におい

て、会計基準編纂書825-10

に基づき公正価値評価し

た、それぞれ5,800百万円

および7,486百万円を含む) 

    契約債務および偶発債務     

      

資本金 194,039 207,576 

その他営業資産 233,258 237,172 資本剰余金 229,600 243,032 

関連会社投資 326,732 366,632 利益剰余金 1,305,044 1,363,969 

その他受取債権 196,626 204,756 その他の包括利益累計額 △36,263 △31,103 

棚卸資産 41,489 33,465 自己株式（取得価額） △48,824 △23,848 

前払費用 50,323 55,132 （当社株主資本合計） 1,643,596 1,759,626 

社用資産 108,757 106,477 非支配持分 43,977 74,820 

その他資産 475,466 817,969       

      （資本合計） 1,687,573 1,834,446 

資産合計 8,439,710 8,429,989 負債・資本合計 8,439,710 8,429,989 

  

(注) その他の包括利益累計額内訳 

    
前連結会計年度にかかる 
要約連結貸借対照表   

当第２四半期 
連結会計期間末   

  未実現有価証券評価損益 28,974   34,965   

  確定給付年金制度 △9,587   △9,933   

  為替換算調整勘定 △53,759   △55,259   

  未実現デリバティブ評価損益 △1,891   △876   

    △36,263   △31,103   
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（２）四半期連結損益計算書（米国会計基準） 

  

（単位：百万円） 

  

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成24年  ４月１日 

  至 平成24年  ９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成25年  ４月１日 

  至 平成25年  ９月30日) 

  金額     金額   

  営 業 収 益     508,534     614,131   

ファイナンス・リース収益   26,380     28,387   

オペレーティング・リース収益   145,588     163,865   

貸付金および有価証券利息   78,701     69,752   

有価証券等仲介手数料および売却益   13,083     15,318   

生命保険料収入および運用益   66,928     75,796   

不動産販売収入   18,332     10,976   

賃貸不動産売却益(△損)   2,695     △ 925   

アセットマネジメントおよびサービシング収入   6,961     43,517   

その他の営業収入   149,866     207,445   

  営 業 費 用     431,498     506,735   

支払利息   52,480     42,377   

オペレーティング・リース原価   95,631     107,651   

生命保険費用   46,600     51,326   

不動産販売原価   20,945     15,860   

アセットマネジメントおよびサービシング費用   212     11,837   

その他の営業費用   93,349     120,114   

販売費および一般管理費   104,022     137,967   

貸倒引当金繰入額   2,803     5,229   

長期性資産評価損   4,137     11,915   

有価証券評価損   11,676     2,003   

為替差損（△益）   △ 357     456   

  営 業 利 益     77,036     107,396   

持分法投資損益   6,980     10,530   

子会社・関連会社株式売却損益および清算損   3,417     5,649   

  税 引 前 四 半 期 純 利 益     87,433     123,575   

法人税等   26,243     44,851   

  継 続 事 業 か ら の 利 益     61,190     78,724   

非継続事業からの損益             

  非継続事業からの損益   3,277     8,551   

  法人税等     △ 1,253     △ 3,230   

  非継続事業からの損益（税効果控除後）     2,024     5,321   

  四 半 期 純 利 益     63,214     84,045   

  非 支 配 持 分 に 帰 属 す る 四 半 期 純 利 益     1,887     2,217   

  償還可能非支配持分に帰属する四半期純利益     1,487     1,420   

  当 社 株 主 に 帰 属 す る 四 半 期 純 利 益     59,840     80,408   

(注) 1.米国財務会計基準審議会会計基準編纂書205-20「財務諸表の表示-非継続事業」に従い、非継続事業にかかる損益

を独立表示するとともに、当該事業にかかる過年度の損益を組替再表示しています。 

     2.当第２四半期連結会計期間より、アセットマネジメントおよびサービサー事業にかかわる収入および費用を、

「アセットマネジメントおよびサービシング収入」および「アセットマネジメントおよびサービシング費用」と

して独立して表示しています。これに伴い前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、当第２四半期

連結累計期間の表示に合わせて、一部の金額について表示区分の変更を行っています。 
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（３）四半期連結包括利益計算書（米国会計基準） 

 （単位：百万円） 

  
前第２四半期連結累計期間 
(自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成25年４月１日 
至  平成25年９月30日) 

四半期純利益 63,214 84,045 

その他の包括利益(△損失)     

未実現有価証券評価損益 3,445 6,422 

確定給付年金制度 179 △342 

為替換算調整勘定 △23,116 2,478 

未実現デリバティブ評価損益 676 1,033 

その他の包括利益(△損失)  計 △18,816 9,591 

四半期包括利益  計 44,398 93,636 

非支配持分に帰属する四半期包括利益 93 5,008 

償還可能非支配持分に帰属する四半期包括利益(△損失) △665 3,060 

当社株主に帰属する四半期包括利益 44,970 85,568 
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（４）継続企業の前提に関する注記 
  
該当事項はありません。 
   

   

（５）セグメント情報（米国会計基準） 

  

事業の種類別セグメント情報 （単位：百万円） 

  

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

  至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成25年４月１日 

  至 平成25年９月30日) 

前連結会計年度末 

  

(平成25年3月31日) 

当第２四半期 

連結会計期間末 

(平成25年9月30日) 

  セグメント収益 セグメント利益 セグメント収益 セグメント利益 セグメント資産 セグメント資産 

法人金融サービス事業 36,135 11,753 35,646 10,824 893,235 895,137 

メンテナンスリース事業 117,403 17,772 126,863 21,135 599,360 634,662 

不動産事業 108,044 2,982 99,300 8,769 1,133,170 1,045,505 

事業投資事業 49,228 16,408 78,683 22,215 444,315 434,230 

リテール事業 88,940 23,647 103,474 28,379 1,994,140 2,056,642 

海外事業 93,287 22,660 151,364 34,204 1,318,434 1,682,603 

セグメント計 493,037 95,222 595,330 125,526 6,382,654 6,748,779 

四半期連結財務諸表 

(連結財務諸表)との調整 15,497 △7,789 18,801 △1,951 2,057,056 1,681,210 

連結合計 508,534 87,433 614,131 123,575 8,439,710 8,429,989 

  
(注) 1. 当社の業績評価は、税引前四半期純利益に税効果控除前の非継続事業からの損益、非支配持分に帰属する四半期

純利益および償還可能非支配持分に帰属する四半期純利益を加減しています。なお、セグメント利益には税金費
用は含まれていません。 
  

  2. 会計基準編纂書810-10（連結-変動持分事業体）に基づいて連結対象となっている変動持分事業体（ＶＩＥ）の
うち、ＶＩＥの資産がＶＩＥの債務等の返済にのみ使用され、ＶＩＥの負債の債権者が当社および子会社の他の
資産に対する請求権を持たない証券化のためのＶＩＥについては、セグメント資産として当該ＶＩＥの資産の合
計金額ではなく、当該ＶＩＥに対する当社投資相当金額を計上しており、これに合わせてセグメント収益として
当社投資相当金額に対する収益を純額で計上しています。なお、連結対象ＶＩＥが保有する資産および負債に係
わる損益のうち、最終的に当社が負担すべきでない損益については、セグメント損益に含まれていません。 
    

  3. 当第２四半期連結会計期間より企業結合に伴う営業権・その他の無形資産をセグメント資産に含めて計上してい
ます。この変更により、前第２四半期連結累計期間および前連結会計年度末についても組替再表示をしていま
す。 

  

所在地別情報 

前第２四半期連結累計期間 （単位：百万円） 

  国内 国外 
四半期連結財務諸表 

との調整 
連結合計 

営業収益 406,542 108,668 △6,676 508,534 

税引前四半期純利益 66,278 24,432 △3,277 87,433 

  

当第２四半期連結累計期間 （単位：百万円） 

  国内 国外 
四半期連結財務諸表 

との調整 
連結合計 

営業収益 450,301 175,490 △11,660 614,131 

税引前四半期純利益 81,440 50,686 △8,551 123,575 

  
(注) 上記の所在地別情報では、税引前当期純利益に税効果控除前の非継続事業からの損益を含めています。 
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（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
  
該当事項はありません。 
  

   

（７）重要な後発事象 
  

該当事項はありません。 
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